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プ
ロ
野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

田
中
広
輔
選
手
と
、
同
チ
ー
ム
の

打
撃
投
手
を
務
め
る
高
橋
英
樹
さ

ん
が
自
主
ト
レ
の
た
め
に
１
月
５

日
か
ら
来
島
し
、
７
日
に
は
島
内

の
野
球
に
励
む
小
中
学
生
に
対
し

て
野
球
教
室
が
開
か
れ
た
。

　

田
中
選
手
は
大
学
社
会
人
を

経
て
カ
ー
プ
に
入
団
。
１
年
目

（
２
０
１
４
）
か
ら
走
攻
守
揃
っ

た
内
野
手
と
し
て
活
躍
し
、
特
に

カ
ー
プ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
３

連
覇
（
２
０
１
６
～
２
０
１
８
）

に
１
番
打
者
と
し
て
貢
献
し
た
。

　

今
回
、
田
中
選
手
が
本
町
を
自

主
ト
レ
の
地
と
し
て
決
め
た
き

か
っ
け
は
、
高
橋
さ
ん
が
本
町
出

身
で
あ
っ
た
た
め（
昭
和
47
年
生
・

喜
高
卒
）。

　

７
日
の
野
球
教
室
で
は
、
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
や
守
備
に
つ
い
て
は
田

中
選
手
が
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
は
高
橋

さ
ん
が
指
導
。

　

最
後
に
田
中
選
手
は
「
野
球
は

失
敗
す
る
競
技
。
し
か
し
、
失
敗

し
た
と
き
に
何
故
そ
う
な
っ
た
か

を
考
え
、
次
に
繋
げ
て
い
く
事
が

大
事
。
プ
ロ
野
球
選
手
も
み
ん
な

最
初
は
下
手
。
だ
が
、
練
習
を
続

け
て
プ
ロ
の
世
界
に
い
る
。
み
ん

な
も
日
頃
の
練
習
を
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

終
了
後
、
子
ど
も
達
は
２
人
と

写
真
を
撮
っ
た
り
、
サ
イ
ン
を
求

め
る
な
ど
し
て
い
た
。

ちびっ子と“あっちむいてホイ”をする一幕も

今季も更なる活躍をご期待申し上げます

1 月 5 日、町長室で

高橋さん高橋さん
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従
六
位
受
章

　

国
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
た
方
へ
叙
位
・
叙
勲
を
授
与
し
て
お

り
、
こ
の
度
、
故
・
中
島
智
一
氏
（
令
和
５

年
10
月
４
日
逝
去
、
80
歳
）
が
従じ

ゅ
ろ
く
い

六
位
に
叙

さ
れ
、
１
月
22
日
、
隈
崎
町
長
が
奥
さ
ん
の

富
子
さ
ん
へ
伝
達
し
た
。

　

中
島
氏
は
、

平
成
12
年
に
町

議
会
議
員
に
初

当
選
し
て
以

来
、
４
期
16
年

の
長
き
に
わ
た

り
、
卓
越
し
た

識
見
を
も
っ
て

町
政
の
政
策
形
成
に
参
画
し
、
現
在
の
町
政

の
礎
を
築
く
。
こ
の
間
、
議
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
町
の
財
政
健
全
化
や
農
業
基
盤
の

整
備
等
、
広
く

地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
し
た

こ
と
が
受
章
の

理
由
と
な
る
。

（平成 24 年撮影）

故
・
中
島
智
一
　

元
議
長

故
・
中
島
智
一
　

元
議
長

観
光
ポ
ス
タ
ー
製
作
・
販
売
！

観
光
ポ
ス
タ
ー
製
作
・
販
売
！

　

今
回
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
新
た
に
２
種
類
製

作
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
で
使
用
し

た
綺
麗
な
素
材
を
活
用
し
、
島
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
「
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
」
や
人
気
観
光
ス
ポ
ッ

ト
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
の
一
本
道
」
を
起
用
。
一

目
で
喜
界
島
の
魅
力
を
訴
求
で
き
る
ポ
ス
タ
ー

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
に
は
な

か
っ
た
観
光
サ
イ
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
問
い
合

せ
先
を
入
れ
込
む
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
い
ず
れ
も
Ｂ
２
サ
イ
ズ
で
企
画

観
光
課
に
お
い
て
「
１
枚
３
０
０
円
」
の
価
格

で
販
売
。
こ
れ
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
も
引
き
続

き
（
小
サ
イ
ズ
）
１
０
０
円
、（
大
サ
イ
ズ
）

２
０
０
円
で
販
売
す
る
。

　

な
お
、
島
外
イ
ベ
ン
ト
で
不
特
定
多
数
の
来

場
が
あ
る
と
こ
ろ
で
の
利
用
に
つ
い
て
は
無
償

で
提
供
す
る
。
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町からの
　　おしらせ

（２等離島割引・往復割引運賃）を年 12 回を上限に助成

いたします。また、障害児の身体の状態などの理由で船

での渡航が難しい場合は、例外的に飛行機の助成も可能

です（※理由書により確認いたします）。

○施設訪問旅費助成事業

　ご家族が入所している施設へ訪問するための鹿児島も

しくは奄美への船代（２等離島割引・往復割引運賃）と

バス運賃（実費分）を年４回を上限に助成するものです。

○重度心身障害者医療費助成制度

　身体障害者手帳の１級もしくは２級、療育手帳の A（知

能指数 35 以下の場合は B まで対象）、身体障害者手帳

の３級と療育手帳の B1の両方をお持ちの方の医療費を

助成する制度です。外来、入院、調剤、歯科、訪問看護

が助成の対象です。

○心身障害者扶養共済制度

　障害がある方を扶養している保護者（加入者）が生存

中に毎月掛金を納めることにより、保護者が死亡や重度

の障害となった場合に、保護者が抱く障害がある方の将

来に対する不安を軽減する目的で定められたものです。

◆将来受け取りできる金額…１口　月額 20,000 円

（最大２口まで）

◆納める金額…加入者の加入当時の年齢に応じて

異なります。（１口　月額 9,300 円～）

　※ 所得の状況などにより掛金の一部を町が負担するこ

ともあります。

◆掛金免除…①加入者が 65 歳以上であること

② 20 年以上掛金を納めること

上記２つを満たすと掛金は免除されます。

○お出かけパス

　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳をお

持ちの方は申請により年額 1,200 円で喜界町の公共バス

を利用することができる制度です。

　上記で紹介したサービスの申請方法及び、その他障害

福祉サービスに関しては喜界町ホームページにも記載し

てあります。是非ご覧ください。

　ご不明な点やサービスの詳しい内容につきましては、下

記連絡先までご連絡ください。

【問い合わせ先】

　役場保健福祉課　福祉チーム

　℡ 65-3685

○特別障害者手当

　特別障害者手当とは、重度の障害のため日常生活にお

いて常時特別な介護を要する、在宅で 20 歳以上の方を

対象とした手当です。

　月額 27,980 円（R ５年12 月現在）

　ただし、以下の場合は支給対象外です。

　①特別養護老人ホームなどの施設に入所したとき

　②３ヶ月を超えて入院したとき    

　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき

○障害児福祉手当

　障害児福祉手当とは、重度の障害のため日常生活にお

いて常時介護を要する、在宅で 20 歳未満の方を対象と

した手当です。

　月額 15,220 円（R ５年12 月現在）

　ただし、以下の場合は支給対象外です。

　①障害を理由とした公的年金を受給しているとき

　②障害者支援施設などの施設に入所したとき

　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき

○日常生活用具給付等事業

　日常生活用具給付等事業とは、身体障害者手帳をお持

ちの方にストマ用装具や歩行補助杖、紙おむつなどを購

入する費用を支給する制度です。所得に応じて利用者負

担額が変わります。身体障害者手帳の障害部位や等級程

度によって申請できる品目は限られています。

○補装具費支給制度

　補装具費支給制度は、身体障害者（児）の失われた身

体機能を補完又は代替する用具　（義足、補聴器、車い

すなど）を購入・修理する費用を支給する制度です。所

得に応じて、利用者負担が変わります。

　※原則、事前申請が必要です。

○心身障害児及び身体障害児療育旅費助成事業

　療育支援又は治療を目的として医療機関等に通院又は

入院並びに通所する際に、鹿児島もしくは奄美への船代

保健福祉課から
　「障害福祉サービス」について

は、下
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保健福祉課から
　 「国民年金保険料の便利でお得な納付

方法」について
【口座振替とクレジットカード納付】

　口座振替やクレジットカード納付をされると、金融

機関へ行く手間が省け、納め忘れがありません。

　さらに前納制度とセットにすることで保険料が割引

されます。

　※ 過去の納め忘れの国民年金保険料は、口座振替や

クレジットカードでの納付はできません。納付書

による納付となります。

【前納制度】

　２年前納・１年前納・６ヵ月前納・１ヵ月早割（口

座振替のみ）があり、毎月納付する場合に比べ割引に

なります。これまでは前納には申込期日がありました

が、令和６年３月１日以降は年度途中からの前納申込

みが可能になりました。詳しくは年金窓口でご相談く

ださい。

【問い合わせ】

　保健福祉課　国民年金担当

　　　　　　　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所

　　　　　　　☎ 0997-52-4341

町民税務課から
　令和６年３月１日施行
　～戸籍制度が利用しやすくなります～

　令和６年３月１日から、戸籍法の一部を改正する法

律が施行され、以下のことができるようになります。

○戸籍証明書等の広域交付

　従来、戸籍（除籍）の証明書については、本籍地に

おいてのみ交付を受けることができましたが、本年３

月１日以降は、戸籍に記載された本人、その配偶者、

直系尊属（父母、祖父母等）及び直系卑属（子、孫等）

が市区町村窓口で請求する場合に限り、本籍地以外の

市区町村においても交付を受けることができるように

なります。

　広域交付により戸籍証明書の交付を受けるには、請

求できる方ご本人が、窓口にお越しになり、マイナン

バーカードや運転免許証等の顔写真付きの身分証明書

を提示して請求する必要があります（郵送でのお取り

扱いはできません）。

  また、一部事項証明書、個人事項証明書、コンピュー

タ化されていない戸籍（除籍）など、一部、広域交付

の対象とならない証明書もあります。

○戸籍届出時における戸籍証明書等の添付負担の軽減

　例えば、本籍地以外の市区町村に婚姻届を提出する

場合、これまでは戸籍証明書の提出をお願いすること

がありましたが、令和６年３月１日以降は、戸籍証明

書等の添付が原則不要となります。

　詳しくは、町民税務課（☎ 65-3687）にお問い合

わせください。

　★戸籍法の一部を改正する法律について（法務省の

ホームページへ）

「https://www.moj.go.jp/MINJI/minji04_00082.

html」

法務局奄美支局から
　「相続登記の申請」について

法務省
ＱＲコード

　令和６年４月１日から『相続登記』の申請が義務化

されます！

　不動産の相続登記の申請については、これまで任意

でしたが、相続登記がされていないことにより所有者

がわからず公共事業や復旧・復興事業の妨げとなった

り、管理がされずに放置され隣接地に悪影響を及ぼす

など、様々な問題が生じています。

　こうした問題の発生を予防するため、相続人はその

所有権を取得したことを知った日から３年以内に相続

登記の申請をしなければならないこととされました。

　詳しくは法務省ホームページでご確認又はお近くの

法務局にお問い合わせください。

問い合わせ先　鹿児島地方法務局奄美支局

　　　　　　　☎ 0997-52-0376

町からの
　　おしらせ
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奄
美
群
島
日
本
復
帰

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
7070
周
年
記
念
第

周
年
記
念
第
3737
回回

大
島
地
区
中
学
校
弁
論
・
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー

大
島
地
区
中
学
校
弁
論
・
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー

チ
大
会
が

チ
大
会
が
1212
月月
1313
～～
1414
日
に
天
城
町
の
防
災

日
に
天
城
町
の
防
災

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
弁
論
の
部
で

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
弁
論
の
部
で
横
山
横
山

美美ち
ゅ
ら

ち
ゅ
ら星星

さ
ん
が
優
秀
賞

さ
ん
が
優
秀
賞
、
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

、
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

の
部
で

の
部
で
渕
脇
渕
脇
碧碧あ

お
い

あ
お
いさ

ん
も
同
じ
く
優
秀
賞

さ
ん
も
同
じ
く
優
秀
賞
を
獲
を
獲

得
し
ま
し
た
（
共
に
喜
界
中
３
年
）。

得
し
ま
し
た
（
共
に
喜
界
中
３
年
）。

　

本
大
会
は
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

　

本
大
会
は
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

も
ち
、
国
際
社
会
に
生
き
る
生
徒
の
育
成
に

も
ち
、
国
際
社
会
に
生
き
る
生
徒
の
育
成
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
年
お
き
に
群
島

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
年
お
き
に
群
島

市
町
村
を
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で

市
町
村
を
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で

す
。
さ
ら
に
今
回
が
日
本
復
帰

す
。
さ
ら
に
今
回
が
日
本
復
帰
7070
年
と
い
う

年
と
い
う

こ
と
も
踏
ま
え
、
復
帰
を
果
た
し
た
先
人
の

こ
と
も
踏
ま
え
、
復
帰
を
果
た
し
た
先
人
の

教
え
を
学
び
、
そ
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ご

教
え
を
学
び
、
そ
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ご

う
と
す
る
生
徒
の
育
成
も
併
せ
て
図
る
大
会

う
と
す
る
生
徒
の
育
成
も
併
せ
て
図
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
２
人
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま

　

こ
こ
で
は
２
人
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
す
。 教

育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

　

今
年
は
奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰
し
て

　

今
年
は
奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰
し
て

七
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
私
は

七
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
私
は

こ
れ
ま
で
、
学
校
行
事
や
地
域
行
事
な
ど
を

こ
れ
ま
で
、
学
校
行
事
や
地
域
行
事
な
ど
を

通
し
て
、
戦
争
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学

通
し
て
、
戦
争
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
戦
争
に
よ
り
多
数
の
人
が

ん
で
き
ま
し
た
。
戦
争
に
よ
り
多
数
の
人
が

命
を
落
と
し
、
終
戦
か
ら
八
十
年
近
く
経
っ

命
を
落
と
し
、
終
戦
か
ら
八
十
年
近
く
経
っ

た
今
で
も
、
悲
し
み
や
苦
し
み
の
中
で
生
活

た
今
で
も
、
悲
し
み
や
苦
し
み
の
中
で
生
活

し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
平
和
な

し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
平
和
な

時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
達
が
決
し
て
忘
れ

時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
達
が
決
し
て
忘
れ

て
は
い
け
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
今
の
平
和

て
は
い
け
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
今
の
平
和

が
あ
る
の
は
、
戦
争
で
多
く
の
悲
し
み
や
苦

が
あ
る
の
は
、
戦
争
で
多
く
の
悲
し
み
や
苦

し
み
を
背
負
っ
て
き
た
先
人
た
ち
が
、
前
を

し
み
を
背
負
っ
て
き
た
先
人
た
ち
が
、
前
を

向
い
て
歩
き
続
け
た
希
望
の
証
で
あ
る
こ
と
。

向
い
て
歩
き
続
け
た
希
望
の
証
で
あ
る
こ
と
。

決
し
て
こ
の
平
和
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ

決
し
て
こ
の
平
和
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ

と
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
平
和
を

と
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
平
和
を

守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

三
十
年
後
に
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
百

　

三
十
年
後
に
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
百

周
年
を
迎
え
ま
す
。
三
十
年
後
、
私
は
母
と

周
年
を
迎
え
ま
す
。
三
十
年
後
、
私
は
母
と

同
じ
年
齢
に
な
り
、
今
の
私
と
同
じ
く
ら
い

同
じ
年
齢
に
な
り
、
今
の
私
と
同
じ
く
ら
い

の
子
ど
も
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
来

の
子
ど
も
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
何
を
話
し
、
ど
の
よ
う
な

の
子
ど
も
た
ち
に
何
を
話
し
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
伝
え
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ

こ
と
を
伝
え
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
奄
美
群
島
の
三
十
年
後
の
未
来
予
想

う
か
。
奄
美
群
島
の
三
十
年
後
の
未
来
予
想

図
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

図
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
私
が
思
い
描
く
の
は
、
変
わ

　

ま
ず
初
め
に
私
が
思
い
描
く
の
は
、
変
わ

る
こ
と
な
く
多
く
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
島
々

る
こ
と
な
く
多
く
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
島
々

の
風
景
で
す
。
奄
美
群
島
で
は
、
奄
美
大
島

の
風
景
で
す
。
奄
美
群
島
で
は
、
奄
美
大
島

と
徳
之
島
が
令
和
三
年
七
月
に
世
界
自
然
遺

と
徳
之
島
が
令
和
三
年
七
月
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
に
認
め
ら
れ

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
に
認
め
ら
れ

た
自
然
の
中
で
、
生
活
で
き
る
こ
と
に
誇
り

た
自
然
の
中
で
、
生
活
で
き
る
こ
と
に
誇
り

を
抱
き
、
島
の
自
然
を
守
り
続
け
て
い
く
責

を
抱
き
、
島
の
自
然
を
守
り
続
け
て
い
く
責

任
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
私
の
住
む
喜
界

任
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
私
の
住
む
喜
界

島
も
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
で
、
豊
か
な
自
然

島
も
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
で
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
島
い
っ
ぱ
い
に
広
が

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
島
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
、
そ
し
て
、
そ
の
サ
ト
ウ

る
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
、
そ
し
て
、
そ
の
サ
ト
ウ

キ
ビ
か
ら
作
ら
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
黒
砂

キ
ビ
か
ら
作
ら
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
黒
砂

糖
、
香
り
豊
か
な
花
良
治
み
か
ん
、
島
全
体

糖
、
香
り
豊
か
な
花
良
治
み
か
ん
、
島
全
体

を
優
雅
に
飛
び
交
う
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
、
白
ゴ

を
優
雅
に
飛
び
交
う
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
、
白
ゴ

マ
の
生
産
量
は
国
内
ト
ッ
プ
で
す
。
そ
の
他

マ
の
生
産
量
は
国
内
ト
ッ
プ
で
す
。
そ
の
他

に
も
島
唄
や
郷
土
料
理
な
ど
、
誇
れ
る
こ
と

に
も
島
唄
や
郷
土
料
理
な
ど
、
誇
れ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
奄
美

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
奄
美

群
島
の
そ
れ
ぞ
れ
の
島
で
、
誇
れ
る
も
の
を

群
島
の
そ
れ
ぞ
れ
の
島
で
、
誇
れ
る
も
の
を

さ
ら
に
伸
ば
し
、
三
十
年
後
、
奄
美
群
島
の

さ
ら
に
伸
ば
し
、
三
十
年
後
、
奄
美
群
島
の

全
て
の
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

全
て
の
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

次
に
思
い
描
く
の
は
、
豊
か
な
自
然
を
生

　

次
に
思
い
描
く
の
は
、
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
が
奄
美
群
島
の

か
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
が
奄
美
群
島
の

い
ろ
ん
な
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る
風
景
で
す
。

い
ろ
ん
な
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る
風
景
で
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
方
法
で
体
を
動
か
し
、
健
康
を

れ
に
合
っ
た
方
法
で
体
を
動
か
し
、
健
康
を

維
持
し
な
が
ら
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
で
し
ょ

維
持
し
な
が
ら
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
奄
美
群
島
は
「
長
寿
の
島
々
」
と
も
言

う
。
奄
美
群
島
は
「
長
寿
の
島
々
」
と
も
言

わ
れ
、
徳
之
島
出
身
の
泉
重
千
代
さ
ん
と

わ
れ
、
徳
之
島
出
身
の
泉
重
千
代
さ
ん
と

本
郷
か
ま
と
さ
ん
、
そ
し
て
、
私
の
住
む
喜

本
郷
か
ま
と
さ
ん
、
そ
し
て
、
私
の
住
む
喜

界
島
出
身
の
田
島
ナ
ビ
さ
ん
は
、
世
界
最
長

界
島
出
身
の
田
島
ナ
ビ
さ
ん
は
、
世
界
最
長

寿
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り

寿
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り

た
ち
の
健
康
増
進
に
繋
が
る
施
設
が
で
き
、

た
ち
の
健
康
増
進
に
繋
が
る
施
設
が
で
き
、

三
十
年
後
、
奄
美
群
島
か
ら
世
界
最
長
寿
者

三
十
年
後
、
奄
美
群
島
か
ら
世
界
最
長
寿
者

が
も
っ
と
輩
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

が
も
っ
と
輩
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
描
く
の
は
、
世
代
を
超
え
た
人
々

　

最
後
に
描
く
の
は
、
世
代
を
超
え
た
人
々

が
島
の
言
葉
で
会
話
を
し
て
い
る
姿
で
す
。

が
島
の
言
葉
で
会
話
を
し
て
い
る
姿
で
す
。

私
の
祖
父
母
は
、
い
つ
も
シ
マ
ゆ
み
た
で
会

私
の
祖
父
母
は
、
い
つ
も
シ
マ
ゆ
み
た
で
会

話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
私
に
は

話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
私
に
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
シ
マ
ゆ
み
た
を
聞

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
シ
マ
ゆ
み
た
を
聞

い
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
心
が
落
ち
着
き
、
温

い
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
心
が
落
ち
着
き
、
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
島
の
言
葉
に
は
、

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
島
の
言
葉
に
は
、

人
の
心
に
響
く
魔
法
の
力
が
あ
る
の
で
す
。

人
の
心
に
響
く
魔
法
の
力
が
あ
る
の
で
す
。

三
十
年
後
も
、
島
々
に
伝
わ
る
言
葉
が
飛
び

三
十
年
後
も
、
島
々
に
伝
わ
る
言
葉
が
飛
び

交
う
中
で
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
咲
い
て
い

交
う
中
で
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
咲
い
て
い

る
で
し
ょ
う
。

る
で
し
ょ
う
。

　

奄
美
群
島
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

　

奄
美
群
島
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
、
自
然
の
中
で
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
、

い
、
自
然
の
中
で
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
、

透
き
通
る
海
、
夜
空
に
広
が
る
無
数
の
星
、

透
き
通
る
海
、
夜
空
に
広
が
る
無
数
の
星
、

そ
し
て
、
人
の
温
か
さ
。
こ
れ
か
ら
も
、
奄

そ
し
て
、
人
の
温
か
さ
。
こ
れ
か
ら
も
、
奄

美
群
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持

美
群
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
描
い
た
ふ
る
さ
と
の
未
来
予
想
図
を
叶

ち
、
描
い
た
ふ
る
さ
と
の
未
来
予
想
図
を
叶

え
て
み
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
三
十
年
後
、
子

え
て
み
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
三
十
年
後
、
子

ど
も
た
ち
に
自
信
を
も
っ
て
伝
え
ま
す
。

ど
も
た
ち
に
自
信
を
も
っ
て
伝
え
ま
す
。

「
喜
界
島
じ
、
ま
り
て
ぃ
、
ふ
で
ー
て
ぃ
、
ゆ

「
喜
界
島
じ
、
ま
り
て
ぃ
、
ふ
で
ー
て
ぃ
、
ゆ

た
さ
て
ぃ
や
～
。」

た
さ
て
ぃ
や
～
。」

奄
美
群
島
三
十
年
後
の
未
来
予
想
図

奄
美
群
島
三
十
年
後
の
未
来
予
想
図

喜
界
中
学
校
三
年
　

横
山
　

美
星

喜
界
中
学
校
三
年
　

横
山
　

美
星
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　Do you know the story of the fisherman who helped a turtle that was being bullied by a 　Do you know the story of the fisherman who helped a turtle that was being bullied by a 
child?Yes? This is the story of URASHIMA-TARO.Urashima was invited by the turtle to child?Yes? This is the story of URASHIMA-TARO.Urashima was invited by the turtle to 
the Dragon Palace,where he was welcomed to a place covered in jewels.But the story of the Dragon Palace,where he was welcomed to a place covered in jewels.But the story of 
Urashima may change in the future...Urashima may change in the future...
　When I was watching a commercial,PURASHIMA-TARO,I was shocked to see Urashima 　When I was watching a commercial,PURASHIMA-TARO,I was shocked to see Urashima 
being taken to a Dragon Palace covered with plastic garbage! Even though it was just a being taken to a Dragon Palace covered with plastic garbage! Even though it was just a 
commercial, I was really surprised by this unimaginable situation.This is not far from the commercial, I was really surprised by this unimaginable situation.This is not far from the 
future,it's happening in Kikaijima,right now.future,it's happening in Kikaijima,right now.
　I love our beautiful ocean in Kikai. I remenber when I was a child, the sea seemed to 　I love our beautiful ocean in Kikai. I remenber when I was a child, the sea seemed to 
reflect the blueness of the sky. Now,the sea of Kikai is very beatiful. However, when I see reflect the blueness of the sky. Now,the sea of Kikai is very beatiful. However, when I see 
trash at the sea of Kikai, I feel very sad. If this goes on, I think it's only a matter of time trash at the sea of Kikai, I feel very sad. If this goes on, I think it's only a matter of time 
before the ocean is destroyed,like the one in PURASHIMA-TARO.before the ocean is destroyed,like the one in PURASHIMA-TARO.
　During summer vacation I cleaned up our beautiful beach as a volunteer. I picked 　During summer vacation I cleaned up our beautiful beach as a volunteer. I picked 
up many garbage at my favourite beach,Sugira. Moreover, I also cleaned the nearby up many garbage at my favourite beach,Sugira. Moreover, I also cleaned the nearby 
shores,too. I was shocked that there were cigarette butts,plastic bottles and other shores,too. I was shocked that there were cigarette butts,plastic bottles and other 
garbage that came from foreign countries.garbage that came from foreign countries.
　I'd like to keep volunteering to protect our sea. We must not take our beautiful sea for 　I'd like to keep volunteering to protect our sea. We must not take our beautiful sea for 
granted.I'll take action to protect my Kikai ocean, to protect my Dragon Palace.granted.I'll take action to protect my Kikai ocean, to protect my Dragon Palace.

（和訳）（和訳）

　題：喜界島と竜宮城を守れ　題：喜界島と竜宮城を守れ
　　　喜界中学校３年　渕脇　碧　　　喜界中学校３年　渕脇　碧

　ある漁師が子どもにいじめられたカメを助ける話といえばなんでしょう？そうです。みなさんもご存知「浦　ある漁師が子どもにいじめられたカメを助ける話といえばなんでしょう？そうです。みなさんもご存知「浦
島太郎」です。竜宮城に招かれた浦島は、宝石の散りばめられた大広間で、魚たちから歓迎されます。と島太郎」です。竜宮城に招かれた浦島は、宝石の散りばめられた大広間で、魚たちから歓迎されます。と
ころが、未来の浦島太郎の物語は変わってしまうかもしれません。ころが、未来の浦島太郎の物語は変わってしまうかもしれません。
　あるＣＭで見た「プラ島太郎」で、私が印象に残っているのは、カメを助けた浦島太郎が連れてこられ　あるＣＭで見た「プラ島太郎」で、私が印象に残っているのは、カメを助けた浦島太郎が連れてこられ
た竜宮城が、プラスチックのごみであふれている、というものでした。CM というテレビを通しての映像とた竜宮城が、プラスチックのごみであふれている、というものでした。CM というテレビを通しての映像と
はいえ、想像を絶するこの情景に私は驚きました。しかしながら、このことは、遠い未来の話ではなく、私はいえ、想像を絶するこの情景に私は驚きました。しかしながら、このことは、遠い未来の話ではなく、私
たち生きている喜界島で起こっている状況と似てます。たち生きている喜界島で起こっている状況と似てます。
　私は、喜界島の青くてきれいな海が大好きです。私が幼いころに見た海は、空の青さをそのまま映した　私は、喜界島の青くてきれいな海が大好きです。私が幼いころに見た海は、空の青さをそのまま映した
かのようだったのを覚えています。今でも喜界島の海はとても美しいですが、海を見ると、プラスチックのかのようだったのを覚えています。今でも喜界島の海はとても美しいですが、海を見ると、プラスチックの
ごみなどが流れついていることもあります。このままでは、「プラ島太郎」のようにきれいな海が汚れてしごみなどが流れついていることもあります。このままでは、「プラ島太郎」のようにきれいな海が汚れてし
まうのも時間の問題ではないかと思いました。まうのも時間の問題ではないかと思いました。
　そこで、私はこの夏ごみ拾いを行い　そこで、私はこの夏ごみ拾いを行い
ました。人通りの多い道では、数えてました。人通りの多い道では、数えて
みると、約 40 個以上のごみを拾いましみると、約 40 個以上のごみを拾いまし
た。磯の方では、さらに 50 個以上のごた。磯の方では、さらに 50 個以上のご
みを拾い、１番多いごみは、たばこの吸みを拾い、１番多いごみは、たばこの吸
い殻で、外国から流れてきてペットボい殻で、外国から流れてきてペットボ
トルもありました。私はこの状況にとてトルもありました。私はこの状況にとて
も驚きました。も驚きました。
　喜界島の海を守るために、ボランティ　喜界島の海を守るために、ボランティ
ア活動を続けていきたいです。きれいア活動を続けていきたいです。きれい
な海に囲まれて住めるというのは当たりな海に囲まれて住めるというのは当たり
前ではないので、物語に出てくるあの前ではないので、物語に出てくるあの
美しい竜宮城や、喜界島の海を守るた美しい竜宮城や、喜界島の海を守るた
めに今すぐ行動すべきだと思いました。めに今すぐ行動すべきだと思いました。

Title: Save Ryuguujo Save KikaiTitle: Save Ryuguujo Save Kikai
　Kikai junior high school ３rd  Aoi Fuchiwaki　Kikai junior high school ３rd  Aoi Fuchiwaki

横山さん　　　　　　渕脇さん
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№５７№５７

　私たちは自然とどのように生活し、共生していくの

か。約 10 万年前に誕生し、サンゴ礁ができては隆起

を繰り返してできた奇跡の島、喜界島を舞台に、「サ

ンゴ」を象徴として、自然と対話するお祭りを開催い

たします。

　今年のサンゴの日は、子供達も参加する喜界島の太

古の人々の暮らしを振り返るプラネタリウムの上映、

作曲家・藤枝守氏による喜界島の海とサンゴの化石か

ら生まれた Audio-Visual Work 「Coral Patterns ／

珊瑚文様」、喜界島の未来を語りあう喜界島みらい会

議、全国から選ばれた未来の建築家たちによる喜界島

建築フィールドワーク成果発表、そして夜には「サン

ゴまつり」としてサンゴ礁への歌と踊りを喜界島の中

と外のアーティストが奉納します。

　無事開催できるよ

うに、当日までアー

ティストや島の皆さ

んと一緒に準備を進

めていきたいと思い

ます。当日は皆さん

とお会いできること

を楽しみにしており

ます。

私たち 自自然然 ど ようう 生活 共共生生 く

サンゴの日～サンゴとアートのおまつり～サンゴの日～サンゴとアートのおまつり～

喜界島にプラネタリウムがやってくる！喜界島にプラネタリウムがやってくる！

～ SceNERIUM2024 ～～ SceNERIUM2024 ～

　３月２日に喜界島でプラネタリウムを上映します！

喜界島では第３回目の開催となる今回は、なんとプラ

ネタリウムがタイムマシーンとなって 7000 年前の過

去や未来の喜界島にタイムスリップします。さらに月

にも旅行するという、ワクワク満載のプラネタリウム

です。

　プラネタリウムのナレーターは、島の皆さんが担当

します。小学生、高校生、大人までの幅広い年代が一

緒になって、約１ヶ月間練習をしました。練習では、

自分で調べたことをもとにオリジナルのナレーション

原稿をつくったり、プラネタリウムに投影する絵を描

いたりと、ナレーターの皆さんのアイデアや個性が詰

まった作品となっています！ぜひご来場いただき、サ

ンゴと星を繋ぐ新たなストーリーをお楽しみください。

開催日：３月２日（土）

　　　　＊３日はドーム内でハープの演奏があります

場 所：旧荒木小学校 体育館

定 員：各回 25 名、入場無料

　　　　11：00 ～整理券配布

　① 11：30 ～ 12：00、② 13：00 ～ 13：30

　③ 14：30 ～ 15：00、④ 16：00 〜 16：30

※ 上映時間・整理券配布時間は変更になる可能性があ

ります。変更がありましたら研究所 HP に掲載しま

すので、ご来場の前にご確認ください。

各イベント日程

２月 24 日～３月３日：

　・喜界島建築フィールドワーク

　　（成果発表は３月２日に予定）

３月２日終日：

　・プラネタリウム上映

　・喜界島建築フィールドワーク成果発表

　・サンゴまつり

３月３日午後：

　・「Coral Patterns ／珊瑚文様」上映

　・喜界島みらい会議 開催

11　Kikai Public Relations 2024.2



嘉鈍ユミタ編

わが  てーこー  うちゅんど！
（私が太鼓叩くよ！）

あの日あの頃

すーや  うやったいぬ  ちょうじゅぬ  ゆーえー
じゃんべーじゃ。  ちゅふい  さんしんば ならち 
うたあすびしりば  うんやーや  さんねんかんや 
ゆかくとぅが  とぅどぅくんち  いわっとぅすどー。
（今日は ご両親の長寿のお祝い
  みたいだよ。一度 三味線を鳴らして
  唄遊びをすると  その家は３年間は
  祝い事が続くと言われているんだよ。)

なっかさん さんしんぬ うとぅが  ちかってぃやー。
あん  ふぃち かたー  めんやーぬ  しげお にー じゃやー！
                 ぬーか  あすかやー？。
                  （いい三味線の音が聞こえてきた。
                    あの弾き方は前の家の茂雄兄さんだね！
                    何かあるのかな？ )

あっしりば   わんなーむ  とぅくんめーに 
かざとぅん  さんしんば  ふぃち あすぼう。
     （それじゃ  私達も床の間に
飾ってある三味線を弾いて遊ぼう。)

★
★

★
★

●
俊
良
主
節
の
歌
唱
者
：
榮
田
久
枝
さ
ん

昭
和
　
年
生
ま
れ
、
早
町
出
身

●
昭
和
　
年
頃
収
録
音
源
よ
り

☆
久
枝
さ
ん
は
、
唄
と
三
味
線
が
上
手
な
父
親
の
シ
マ
唄
に
触

れ
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
大
人
に
な
り
本
格
的
に
歌
い
始
め

    

る
と
町
の
行
事
や
島
外
で
も
歌
う
よ
う
に
な
り
、
中
央
公
民

館
の
民
謡
教
室
講
師
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

58 3

歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

喜
界
島

☆
　
付
き
歌
詞
集

    【
歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

     

喜
界
島
】
よ
り
ご
紹
介

ユミタ指導：松山吉二さん・小林まゆみさん               　 民家でお祝い  唄遊び
                     昭和 40 年代　嘉鈍

喜界町中央公民館 歴史民俗資料室

　　   シマ遊びの集合写真　
　　　 昭和 5７年 嘉鈍

～うやふじぬ想いをつなぐ～

・・

っっっとぅとぅとぅすどすど 。。

ててて

よよ。)。))

ぬーか
（いい
  あの
  何か

   ぬ
    

                 
               

♪
♪　 ♪‥

Saori
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健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

「
も
し
も
」
が
明
日
な
ら

「
も
し
も
」
が
明
日
な
ら

　
　

～
備
え
て
お
き
た
い
防
災
～

　
　

～
備
え
て
お
き
た
い
防
災
～

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
で
は
、
災
害
に
お
け
る

食
料
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

災
害
発
生
か
ら
３
日
間
は
人
命
救
助
が
最

優
先
と
な
り
、
道
路
の
復
旧
や
避
難
所
へ
の

物
資
輸
送
は
そ
の
後
に
な
る
た
め
、
最
低
で

も
こ
の
３
日
間
の
食
料
は
自
分
た
ち
で
準

備
・
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ

そ
、「
自
分
た
ち
の
備
え
は
自
分
た
ち
で
」

と
い
う
意
識
を
常
に
持
ち
た
い
で
す
ね
。

ど
の
く
ら
い
の
備
蓄
が
必
要
？

ど
の
く
ら
い
の
備
蓄
が
必
要
？

　

家
族
の
人
数
や
好
み
な
ど
、
各
家
庭
の
状

況
に
応
じ
て
内
容
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
農

林
水
産
省
に
よ
る
大
人
２
人
、
１
週
間
分
の

備
蓄
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊飲料水＋生活用水として
　…２L ×６本×４箱
＊米…４kg
＊乾麺…４袋
＊レトルト食品…24 個
＊缶詰（サバ、ツナ、コーンなど）
　…18 缶
＊カセットコンロ
＊ガスボンベ…12 本
＊調味料、ふりかけ　等

　

配
慮
が
必
要
な
方
（
乳
幼
児
や
高
齢
者
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
慢
性
疾
患
が
あ
る
方
な
ど
）

が
い
る
場
合
に
は
、
別
途
必
要
な
食
品
の
準

備
が
必
要
で
す
。

備
蓄
食
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

備
蓄
食
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

【
不
足
し
が
ち
な
栄
養
を
意
識
】

　

災
害
時
の
非
常
食
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
炭
水
化
物
に
偏
り
が
ち
。

・
た
ん
ぱ
く
質
…
筋
力
や
活
力
の
維
持
に
必

要
（
例
：
肉
・
魚
の
缶
詰
、
豆
や
高
野
豆
腐

な
ど
の
大
豆
製
品
な
ど
）

・
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
…
不
足
時
、
便
秘

や
口
内
炎
な
ど
の
体
調
不
良
を
引
き
起
こ
す

（
例
：
乾
物
、
果
物
缶
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
）

【
普
段
の
食
事
の
延
長
に
】

　

「
備
蓄
食
＝
災
害
時
に
食
べ
る
あ
ま
り
美

味
し
く
な
い
も
の
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん

か
？
い
つ
も
食
べ
て
い
る
食
品
で
も
備
蓄
食

と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
よ
く
使
う
食
品
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

喜
界
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
喜
界
町
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

精
密
検
査
は
お
済
み
で
す
か
？

精
密
検
査
は
お
済
み
で
す
か
？

　

昨
年
健
診
を
受
け
ら
れ
た

み
な
さ
ん
、
精
密
検
査
の
紹

介
状
が
ま
だ
お
手
元
に
残
っ

て
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
と

も
に
、
病
気
の
早
期
発
見
が
大
切
な
目
的
の

ひ
と
つ
で
す
。
紹
介
状
を
受
け
取
っ
た
方
は

で
き
る
だ
け
早
め
に
病
院
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
今
回
紹
介
状
が
な
か
っ
た
方
で
通
院

中
の
方
は
、
主
治
医
の
先
生
に
、
ぜ
ひ
健
診

結
果
を
見
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

先
日
あ
る
方
か
ら
「
健
診
受
け
た
ら
結
果

を
持
っ
て
き
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

免
疫
力
ア
ッ
プ
で
元
気
に

免
疫
力
ア
ッ
プ
で
元
気
に

　
　
　
　
　
　

冬
を
乗
り
切
ろ
う

　
　
　
　
　
　

冬
を
乗
り
切
ろ
う

　

免
疫
力
と
は「
疫（
病
気
）か
ら
免
れ
る
力
」

で
す
。
免
疫
は
ウ
イ
ル
ス
な
ど
外
か
ら
入
っ

て
く
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
体
内
で
発
生

す
る
が
ん
細
胞
に
も
対
応
し
ま
す
。
こ
の
免

疫
力
を
高
め
る
に
は
「
腸
」
が
大
事
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
腸

内
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
①
規
則
正
し

い
食
生
活
②
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
と
て

も
大
切
で
す
。
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
乳
酸
菌
で
す
。

乳
酸
菌
を
多
く
含
む
発
酵
食
品
（
納
豆
、
み

そ
、
し
ょ
う
ゆ
、
漬
物
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
）、

食
物
繊
維
、
オ
リ
ゴ
糖
を
積
極
的
に
と
る
の

も
お
す
す
め
で
す
。

　

「
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
て
、
よ
く
動
く
」

生
活
で
心
と
体
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

る
お
医
者
さ
ん
も
い
る
と
伺
っ
て
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

健
診
は
受
け
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
ひ
っ
か
か
っ
た
ら
す
ぐ
治
療
」
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
悪
く
な
り
は
じ
め
に
気
づ
い

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
健
診
会
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
!!
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武  

美
喜
夫

清
水  

猛

吉
川  

大
貴

森
田  

穂
高

津
村  

優
太

山
崎  

恩

辻  

美
和
子

湯
川  

知
洋

藤
森  

み
ゆ
き

西
村  

由
里
子

開  

拓
歩

臼
山  

直
樹

太
田  

義
仁

我
妻  

義
正

金
井  

文
隆

岡
本  

徳
重

宮
崎  

雄
輔

中
野  

章
洋

殖
栗  

福
人

阪
上  

雄
哉

大
野  

義
也

新  

幸
恵

新
岡  

一
輝

兵
庫
県
神
戸
市

京
都
府
城
陽
市

奈
良
県
大
和
高
田
市

神
奈
川
県
相
模
原
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
立
川
市

兵
庫
県
宝
塚
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
葛
飾
区

高
知
県
高
知
市

広
島
県
呉
市

千
葉
県
柏
市

大
阪
府
八
尾
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

東
京
都
江
戸
川
区

鹿
児
島
市

埼
玉
県
狭
山
市

東
京
都
武
蔵
野
市

東
京
都
杉
並
区

大
阪
府
吹
田
市

神
奈
川
県
茅
箇
崎
市

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
小
金
井
市

内
田  

潔

渡
部  

佑
樹

矢
吹  

菜
穂

尾
川  

真
也

可
児  

伸
康

南
川  

し
の
ぶ

舟
本  

奨

図
師  

武

林  

正
剛

林  
寿
和

東
條  
靖

青
沼  
宏

西  

こ
の
み

槌
屋  

有
希
子

白
川  

遥

北
野  

千
草

梅
田  

健
太

鈴
木  

恵
一
朗

北
村  

理
八

棚
橋  

邦
充

新
田  

哲
哉

山
中  

敬

鬼
界  

政
弘

大
野  

裕
史

木
山  

雅
人

三
善  

光
伸

河
本  

公
志

市
川  

和
男

大
庭  

健
二

落
合  

啓
太

稲
井  

和
美

東
京
都
足
立
区

宮
城
県
名
取
市

神
奈
川
県
川
崎
市

大
阪
府
豊
中
市

愛
知
県
刈
谷
市

東
京
都
品
川
区

東
京
都
大
田
区

大
阪
府
河
内
長
野
市

兵
庫
県
姫
路
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
大
田
区

東
京
都
豊
島
区

東
京
都
立
川
市

東
京
都
武
蔵
野
市

神
奈
川
県
川
崎
市

薩
摩
川
内
市

兵
庫
県
神
戸
市

神
奈
川
県
横
浜
市

石
川
県
小
松
市

神
奈
川
県
横
浜
市

奈
良
県
葛
城
市

京
都
府
精
華
町

兵
庫
県
芦
屋
市

東
京
都
渋
谷
区

鹿
児
島
市

兵
庫
県
西
宮
市

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
相
模
原
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

東
京
都
品
川
区

東
京
都
中
央
区

青
木  

隆
幸

石
川  

俊
平

鈴
木  

絵
理

林  

文
祥

久
保  

修

青
木  

裕

妻
鳥  

秀
一

菅
原  

龍
一

栗
脇  

安
弘

池
田  

寛
之

中
村  

彰
寿

住
澤  

祥
子

大
仁  

淳
史

上
野  

栄
吉

美
越  

謙
一

神
田  

悠

菅
原  

浩
幸

杉
本  

憲
昭

新
生  

隆
信

倉
本  

英
和

藤
井  
武
志

田
中  
将
基

長
谷
川  

祥
子

髙
橋  

優
太

上
園
田  

竜
志
浪

奥
田  

昌
宏

梅
林  

義
彦

吉
田  

テ
レ
サ

岡
本  

大
介

髙
橋  

節
子

橋
本  

徹

東
京
都
文
京
区

東
京
都
台
東
区

千
葉
県
市
川
市

東
京
都
品
川
区

兵
庫
県
宍
粟
市

広
島
県
広
島
市

東
京
都
大
田
区

東
京
都
渋
谷
区

東
京
都
立
川
市

東
京
都
品
川
区

大
阪
府
大
阪
市

大
阪
府
大
阪
市

奈
良
県
奈
良
市

岡
山
県
倉
敷
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
葛
飾
区

東
京
都
新
宿
区

熊
本
県
熊
本
市

奈
良
県
田
原
本
町

熊
本
県
熊
本
市

愛
知
県
名
古
屋
市

埼
玉
県
上
尾
市

千
葉
県
佐
倉
市

埼
玉
県
上
尾
市

大
分
県
別
府
市

東
京
都
豊
島
区

山
口
県
山
口
市

東
京
都
江
戸
川
区

大
阪
府
箕
面
市

東
京
都
練
馬
区

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

長
峯  

小
智

福
田  

郁
雄

牧
田  

哲

田
村  

仁

岩
崎  

義
政

功
能  

聡
子

瓶
子  

正
樹

山
元  

愛

岸
田  

充
男

永
井  

隆

三
村  

大
悟

山
屋  

純
子

大
関  

武

筒
井  

一
伸

林  

加
奈

古
宇
田  

久
美
子

野
口  

め
ぐ
み

池
亀  

英
樹

永
野  

領
也

柴
田  

若
菜

赤
松  

速
雄

木
南  

広
峰

安
江  

裕
太

川
嶌  

実

國
分  

潔

小
杉  

信
四
郎

岡
島  

伊
津
枝

田
中  

力
斗

高
野  

綾
乃

汐
見  

壽
賀
子

金
森  
奈
央
子

大
阪
府
東
大
阪
市

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
世
田
谷
区

奈
良
県
奈
良
市

埼
玉
県
新
座
市

東
京
都
杉
並
区

新
潟
県
新
潟
市

東
京
都
世
田
谷
区

大
阪
府
羽
曳
野
市

東
京
都
世
田
谷
区

東
京
都
武
蔵
野
市

東
京
都
東
村
山
市

茨
城
県
つ
く
ば
市

鳥
取
県
鳥
取
市

神
奈
川
県
川
崎
市

愛
知
県
犬
山
市

埼
玉
県
川
口
市

神
奈
川
県
綾
瀬
市

宮
崎
県
宮
崎
市

神
奈
川
県
藤
沢
市

千
葉
県
松
戸
市

静
岡
県
焼
津
市

静
岡
県
浜
松
市

鹿
児
島
市

東
京
都
江
東
区

東
京
都
文
京
区

鹿
児
島
市

京
都
府
木
津
川
市

東
京
都
西
東
京
市

大
阪
府
大
阪
市

埼
玉
県
朝
霞
市

清
水  

苑
子

永
井  

新
也

井
吹  

ゆ
き

髙
田  

剛
志

前
島  

幸
敏

井
上   

隆
雄

阿
部  

信
幸

砂
金  

達

野
村  

翠

宮
内  

諒

能
登  

彩

孝
志  

茜

徳
本  

光
博

福
原  

温
子

森
村  

綾
子

平  

哲
人

吉
原  

裕
介

榎
本  

昇
三

都  

優
華

内
田  

雄
作

重
岡  

芳
寛

徳
永  

浩
之

臼
山  

輝
男

静
岡
県
浜
松
市

京
都
府
京
都
市

長
野
県
長
野
市

熊
本
県
八
代
市

福
岡
県
中
間
市

山
口
県
下
関
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
北
区

東
京
都
江
東
区

東
京
都
多
摩
市

秋
田
県
秋
田
市

徳
島
県
徳
島
市

香
川
県
小
豆
島
町

大
阪
府
枚
方
市

栃
木
県
大
田
原
市

南
さ
つ
ま
市

群
馬
県
高
崎
市

東
京
都
足
立
区

福
岡
県
福
岡
市

兵
庫
県
宝
塚
市

富
山
県
富
山
市

大
阪
府
枚
方
市

大
阪
府
東
大
阪
市

ふるさと納税ふるさと納税
（敬称略）

R5.12.16～1.15申込分

・寄付者合計　  1,879名

・広報掲載希望　  139名

当月合計： 25,926,500 円

今年度累計：148,923,500 円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

府
東
大
阪
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保健福祉課からのおしらせ

☆バス券の対象者は
　 ・喜界町に住民登録のある、満 70 歳以上

の方が対象になります。

☆バス券の交付を受けると
　 ・島内巡回バスに乗車の際、乗務員にバス

券を提示すれば、無料で乗ることができま

す。

☆手続きに必要なもの
　・現在お使いのバス券（持っている方のみ）

　・自己負担金：1,200 円（100 円× 12 月）

　・印鑑

☆会場に行けない場合
　 ・本人でなく代理でも手続き可能です。また、

３月 21 日（木）からは、保健福祉課窓口

での手続きもできます。

　敬老パス乗車券 （バス券）

　　　　　　　　切替え手続きについて

敬老パス乗車券（バス券）の切替え手続

きを、右の日程表のとおり実施しますの

で、時間に遅れないようにお越し下さい。

問い合わせ先

保健福祉課　包括・保健チーム

☎　65-3522（直通）

15　Kikai Public Relations 2024.2
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●月給　175,000 円～（試用期間あり）
●月 22 日出勤（実質週休２日）
●２交代制（８時間勤務：休憩１時間）
　早番　８：00 ～ 17：00
　遅番　14：00 ～ 23：00
●家族がいる方専用で 2DK の寮があります。
　家賃　20,000 円（駐車場無料、家電無し）

※※正社員募集※※
【パーラーキング】

●ホールパートさんも募集中です。※試用期間あり
　時給→ 1,000 円

1,100 円（土日祭日出勤可能な方）
1,200 円（18 時以降）

　早番シフト→ 18：00 ～ 23：00（小休憩あり）
　遅番シフト→ 17：00 ～ 23：00（１時間程度休憩）
　 又は→ 18：00 ～ 23：00（小休憩あり）
　　※ 22 時以降は深夜残業手当が付きます。
　　　５時間勤務、月125 時間勤務

　　　　ご希望の方はお電話ください
　　　　担当：名越　☎ 0997-55-3277

有料広告

17　Kikai Public Relations 2024.2



公
民
館
講
座
　

「
喜
界
島
の
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」
最
終
回

　
　
　
　
　

～
サ
ン
ゴ
の
石
垣
修
復
体
験
～

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

月
刊
ジ
オ
パ
ー
ク

月
刊
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　

令
和
６
年
２
月
号

　
　
　
　

令
和
６
年
２
月
号

　

２
０
２
３
年
12
月
２
日
、公
民
館
講
座「
喜

界
島
の
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」
の
最
終
回

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
は
喜
界

島
の
成
立
ち
や
自
然
、
喜
界
町
が
認
定
を
目

指
す
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を
静
か
に
学
ぶ
の

で
は
な
く
、
元
気
よ
く
公
民
館
の
外
に
飛
び

出
し
て
海
に
サ
ン
ゴ
を
見
に
行
っ
た
り
、
島

の
特
産
品
で
あ
る
ゴ
マ
の
収
穫
を
体
験
し
た

り
し
て
、
五
感
を
使
っ
て
元
気
に
喜
界
島
の

大
地
の
恩
恵
を
学
ん
で
き
ま
し
た
！
そ
し

て
、
今
年
度
の
講
座
の
最
終
回
は
、
喜
界
島

独
自
の
サ
ン
ゴ
礁
文
化
を
学
ぶ
た
め
に
、
喜

界
島
の
代
表
的
な
サ
ン
ゴ
礁
文
化
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
サ
ン
ゴ
の
石
垣
」
の
修
復
に
挑
戦

し
ま
し
た
！

　

喜
界
島
で
は
サ
ン
ゴ
の
石
が
家
の
礎
石
や

サ
ン
ゴ
の
石
垣
な
ど
に
使
わ
れ
、
神
様
と
し

て
祭
ら
れ
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
地
形
を
利
用
し
て
魚
を
採

る
な
ど
、
昔
か
ら
島
の
人
た
ち
は
、
サ
ン
ゴ

や
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
恩
恵
を
多
く
受
け
て

生
活
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
人
々
は
、
喜

界
島
独
自
の
自
然
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
、

独
自
の
「
サ
ン
ゴ
礁
文
化
」
を
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
の
で
す
。

　

修
復
を
行
っ
た
場
所
は
、
志
戸
桶
集
落
の

県
道
沿
い
に
あ
る
石
垣
で
す
。
崩
れ
て
し

ま
っ
た
石
垣
を
、
昔
の
姿
に
復
元
し
て
ほ
し

い
と
い
う
集
落
の
方
の
要
望
が
あ
り
、
喜
界

島
の
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
で
修
復
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
石
垣
の
修
復
に
は
公
民
館
講
座
の
受
講

生
と
、
若
手
の
強
力
な
助
っ
人
と
し
て
サ
ン

ゴ
留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
！
サ
ン
ゴ
留
学

生
は
、
島
外
か
ら
来
て
寮
生
活
を
し
な
が
ら

喜
界
高
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
現
在
一
期
生

と
し
て
６
名
が
在
籍
し
週
に
２
回
、
喜
界
島

サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
の
指
導
の
下
、
研
究

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
活
動
の
一

環
と
し
て
サ
ン
ゴ
礁
文
化
を
学
ぶ
た
め
、
石

垣
の
修
復
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
の
石
を
積
ん
で
石
垣
を
築
く
た
め

に
は
、
外
側
に
大
き
な
石
を
組
み
上
げ
て
そ

の
間
を
グ
リ
石
と
言
わ
れ
る
小
さ
な
石
で
埋

め
て
行
き
ま
す
。
大
き
な
石
は
な
か
な
か
上

手
く
か
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
力
を
合
わ
せ
て
回
転
さ
せ
て
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
と
、
石
が
ピ
タ
ッ
と
は
ま
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
、

サ
ン
ゴ
の
石
を
高
く
積
み
上
げ
て
行
き
ま
し

た
。

　

喜
界
島
で
は
、
台
風
や
冬
の
季
節
風
の
対

策
と
し
て
、屋
敷
囲
い
と
し
て
石
垣
を
作
り
、

今
な
お
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在

で
は
、
石
積
み
が
崩
れ
て
も
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
代
わ
っ
て
い
る
場
所

も
あ
り
ま
す
。
昔
は
、
島
に
石
を
積
む
職
人

が
多
く
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
専
門
職

の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
ず
、
サ
ン
ゴ
の
石
垣

が
減
少
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
私
た
ち
は
、こ
の
石
垣
修
復
を
通
じ
て
、

喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁
や
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
そ
の
課
題
つ
い
て
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
（
構

想
）
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
島
の
サ
ン

ゴ
礁
文
化
を
保
全
す
る
活
動
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
一
年
を
通
じ
て
、
喜
界
島

の
成
立
ち
や
大
地
の
恵
み
を
体
験
し
な
が
ら

学
び
、
島
の
成
立
ち
に
関
わ
る
自
然
の
恩
恵

を
深
く
理
解
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
度
も
公
民
館
講
座
「
喜
界
島
の
ジ
オ
を
知

る
体
験
教
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
、
講
座
に
参
加
し
て
島
の
自
然
や
文
化
を

体
験
し
な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
じ
て
新

た
な
喜
界
島
の
魅
力
を
発
見
し
て
み
ま
し
ょ

う
！
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有料広告

つ
と
し
て
毎
年
、
ス
ポ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
い

う
手
法
で
ア
オ
サ
ン
ゴ
群
生
の
観
察
を
夏
と

冬
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
か
ら

の
調
査
で
は
高
水
温
な
ど
に
よ
っ
て
ア
オ
サ

ン
ゴ
と
共
生
し
て
い
る
藻
類
が
い
な
く
な
る

白
化
と
な
ど
の
影
響
が
少
な
く
、
比
較
的
健

全
な
状
態
で
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
２
３
年
か
ら
は
、

自
動
的
に
海
の
環
境
を
記
録
す
る
観
測
ブ
イ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ブ
イ
は
自
動
的

に
観
測
記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
記
録
す

る
の
で
、
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
観
測
記
録

を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
水
温
、
塩
分
、
Ｐ
Ｈ
の
観
測
項
目
が
あ

り
、
今
後
も
観
測
項
目
を
拡
充
さ
せ
て
い
く

予
定
で
す
。
協
議
会
は
、
観
測
を
続
け
ア
オ

サ
ン
ゴ
の
生
態
（
産
卵
・
白
化
な
ど
）
と
の

海
の
環
境
の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
で
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
サ
ン
ゴ
礁
の
環
境
を

見
守
る
関
係
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

※
み
ら
い

会
議
は
、
喜
界

島
で
活
動
す

る
団
体
の
方
々

が
お
互
い
を
知

り
、
喜
界
島
の

未
来
を
考
え

る
会
議
で
す
。

喜
界
島
ア
オ
サ
ン
ゴ
群
生
保
全
協
議
会

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
越
　

太
郎

　

ア
オ
サ
ン
ゴ
と
は
名
前
の
通
り
青
い
骨
格

を
作
る
の
が
特
徴
の
サ
ン
ゴ
で
、
生
き
た
化

石
と
も
言
わ
れ
る
生
き
物
で
、
約
１
億
年
前

の
白
亜
紀
か
ら
地
球
上
に
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
貴
重
な
ア
オ
サ
ン
ゴ

は
、
日
本
最
北
の
大
群
生
と
し
て
喜
界
島
小

野
津
沖
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
喜
界
島
ア
オ

サ
ン
ゴ
群
生
保
全
協
議
会
は
役
場
、
海
に
関

わ
る
漁
師
や
事
業
者
、
観
光
物
産
協
会
、
研

究
所
が
集
ま
り
、
希
少
な
ア
オ
サ
ン
ゴ
の
群

生
を
見
守
り
情
報
共
有
す
る
体
制
を
作
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
一
方
で
ア
オ
サ
ン

ゴ
群
生
が
見
ら
れ
る
海
域
は
流
れ
が
強
く
危

険
な
た
め
、
保
全
と
安
全
な
利
用
に
つ
い
て

協
議
会
で
は
下
記
の
指
針
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
１
．
陸
か
ら
直
接
い
か
な
い
、
２
．

船
で
行
く
、
３
．
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
、
４
．
関
係
機
関
と
協
力
し
た

保
全
を
進
め
る
、
５
．
事
故
防
止
。

　

そ
ん
な
ア
オ
サ
ン
ゴ
を
見
守
る
活
動
の
１

喜
界
島
み
ら
い
会
議

喜喜
界界
島島島
みみ
らら
いい
会会
議議議
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納付をお忘れなく！（２月）
【税】固定資産税４期　２/29まで

【使用料】２月分上下水道使用料・

公営住宅使用料・保育料２/29まで

役場 １階会計又はお近くの金融機関で納め
てください。（口座振替をされている方は、
残高の確認をお忘れなく！）

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

喜界町の住民基本台帳人口
（令和６年２月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,673 戸（１）

人 口  ・・・・ 6,407 人（▲３）

男   ・・・・ 3,157 人（０）

女   ・・・・ 3,250 人（▲ 3）

（　）は前月比、▲はマイナス

<

萌
葉
会>

石
垣
を
越
え
て
佛
草
花
二
輪
初
咲
き
の
色
鮮
や
か
に
明
け
方
の
夢

年
明
け
の
列
島
揺
る
が
す
大
惨
事
悪
夢
の
如
き
に
言
葉
失
う

年
末
に
次
女
家
族
帰
省
久
々
に
賑
や
か
な
る
正
月
す
ご
せ
し

新
春
の
畑
の
畔
に
て
目
が
合
い
し　

辰
年
に
向
か
む
サ
シ
バ
の
眼
力

胸
に
響
く
ギ
タ
ー
の
音
色
の
世
界
観　

波
打
つ
よ
う
な
指
先
を
追
う

タ
イ
ト
ル
を
思
い
出
せ
な
い
ユ
ー
ミ
ン
の
曲
口
ず
さ
む
夕
べ
の
厨

も
み
じ
葉
の
千
の
く
れ
な
い
鎌
倉
に
手
帳
へ
忍
ば
す
余
滴
の
ひ
と
ひ
ら

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

永
瀬　

す
が
乃

比
嘉
　

武
德

勝
田
　

志
津
夫

武
田
　

笑

森
山
　

純
男

皆
川
　

ユ
キ

酒
井
　

ス
ミ
子

（
82
才
・
赤
連
）

（
81
才
・
赤
連
）

（
98
才
・
阿
伝
）

（
95
才
・
浦
原
）

（
88
才
・
先
山
）

（
95
才
・
赤
連
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

荒木集落が能登半島地震に対する義援金を
持ってきてくださいました

1 日も早い復興を願います1 日も早い復興を願います

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

上
田
　

由
紀
子

比
嘉
　

律
子

勝
田
　

美
智
子

津
田
　

ひ
と
み

武
田
　

秀
伸

皆
川
　

雅
一

城
久

赤
連

赤
連

横
浜
市

湾浦
原

（
敬
称
略
）

   

氏　
　

名    　

（
保
護
者
・
集
落
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

廣
司
　

侑ゆ

り良
父
・
泰
樹

母
・
由
美

上
東

森
　

咲え
み
り莉

父
・
卓
人

母
・
愛
美

湾

昌
野
　

真ま
ひ
と仁

父
・
英
智

母
・
千
春

赤
連
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
．２

Ｖ
ｏｌ．６

８
０

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和６年 3 月１日～ 3 月 31 日迄）（令和６年 3 月１日～ 3 月 31 日迄）

■
編
集
後
記
■

●●については保健福祉課（65-3685）へについては保健福祉課（65-3685）へ
●●は図書館（65-0962）へ問い合わせてくださいは図書館（65-0962）へ問い合わせてください

　

２
月
22
日
ま
で
参
加
申
込
を
受
付

予
定
し
て
い
た
今
年
の
喜
界
島
マ
ラ

ソ
ン
（
４
月
14
日
開
催
）
で
す
が
、

１
月
半
ば
で
定
員
を
超
え
る
申
込
が

あ
り
受
付
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

申
込
者
の
一
覧
を
〝
こ
の
人
も
走

る
ん
だ
～
〝
と
か
思
い
な
が
ら
見
て

い
て
、去
年
の
大
会
で「
な
ん
で
走
っ

て
な
い
の
よ
？
」『
写
真
撮
ら
ん
と

い
か
ん
か
ら
ね
～
』
っ
て
や
り
と
り

を
、
行
く
先
々
で
い
ろ
ん
な
人
と
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
異
動

が
な
け
れ
ば
当
日
の
仕
事
を
〝
サ
ボ

る
こ
と
に
な
る
な
ぁ
〝〝
け
ど
、
写

真
撮
る
の
上
手
な
人
が
手
伝
っ
て
く

れ
る
な
ぁ
〝
と
か
い
ろ
い
ろ
考
え
な

が
ら
い
ま
し
た
が
、
勢
い
で
申
込
み

ま
し
た
。

　

数
年
ぶ
り
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
挑
戦

で
、
ち
ょ
っ
と
不
安
な
こ
と
あ
り
ま

す
が
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
で
き
そ

う
な
方
も
い
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り

も
楽
し
み
で
す
。

　

申
込
み
さ
れ
た
方
、
当
日
に
向
け

て
走
っ
た
り
し
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ケ
ガ
し
な
い
程
度
に
、
程
良

い
感
じ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

●ブックスタート
おはなし会

　【11：00】

●おはなし会
　【14：00】

3 4 5 6 7 8 9

●両親学級
　【すこ】
●休館日

●１歳半健診
　【すこ13：00】
●内科診療
　（６日まで）
　【診療８：30】

● 乳児健診・
　１歳歯科相談
　【すこ13：00】
●資料休館日

10 11 12 13 14 15 16

●内科診療
　（13 日まで）
　【診療８：30】
●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ●２歳・２歳半
　歯科健診
　【すこ13：15】

●おはなし会
　【14：00】

17 18 19 20 21 22 23

●母子相談
　【子育11：00】
●休館日

春分の日

24 ／ 31 25 26 27 28 29 30
（24）
●内科診療
　（27 日まで）
　【診療８：30】
●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ●おはなし会
　【14：00】
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